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ＭＦＳ米国中型 
成長株式ファンド 
（為替ヘッジなし） 

【運用報告書（全体版）】 
(2025年１月28日から2026年１月26日まで) 

第 ５ 期 

決算日 2026年１月26日 

 

受益者の皆さまへ 
平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。 

当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、主

として米国の取引所に上場している中型株式等に

投資し、信託財産の中長期的な成長を目指しま

す。当期についても、運用方針に沿った運用を行

いました。 

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。 

 
 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 無期限（設定日：2021年２月10日） 

運用方針 投資信託証券への投資を通じて、主とし
て米国の取引所に上場している中型株式
等に投資し、信託財産の中長期的な成長
を目指します。 

主要投資対象 当ファンドは以下の投資信託証券を主要
投資対象とします。 

ＭＦＳ米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 

米国の中型株式等 

マネー・トラスト・マザーファンド 

円貨建ての短期公社債および短期金融
商品 

当ファンドの 
運用方法 

■主として米国の取引所に上場している
中型株式等に投資を行います。 

■実質的な運用は、長期運用の実績を持
つマサチューセッツ・ファイナンシャ
ル・サービセズ・カンパニー（ＭＦ
Ｓ）が行います。 

■実質組入外貨建資産については、原則
として対円での為替ヘッジを行いませ
ん。 

組入制限 ■外貨建資産への実質投資割合には、制
限を設けません。 

分配方針 ■年１回（原則として毎年１月25日。休
業日の場合は翌営業日）決算を行い、
分配金額を決定します。 

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。 

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定しま
す。 

※委託会社の判断により分配を行わない場合も
あるため、将来の分配金の支払いおよびその
金額について保証するものではありません。 

 
ファンドは複利効果による信託財産
の成長を優先するため、分配を極力
抑制します。 
（基準価額水準、市況動向等によっ
ては変更する場合があります。） 

 



ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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－ 1 － 

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位
未満の数値については小数を表記する場合があります。 
 

設定以来の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 
公 社 債 
組入比率 

投資信託 

証券組入 
比  率 

純 資 産 
総  額 (分配落) 

税 込 
分配金 

期 中 
騰落率 

(設 定 日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 
2021年２月10日 10,000 － － － － 31,195 

１期(2022年１月25日) 9,938 0 △ 0.6 0.0 98.8 53,847 
２期(2023年１月25日) 9,961 0 0.2 0.0 98.3 36,342 
３期(2024年１月25日) 12,858 0 29.1 0.0 98.6 28,204 
４期(2025年１月27日) 16,092 0 25.2 0.0 97.8 26,722 
５期(2026年１月26日) 15,801 0 △ 1.8 0.0 98.7 19,096 

 
※基準価額の騰落率は分配金込み。 
※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 
※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 

公 社 債 

組入比率 

投資信託 
証券組入 

比  率 
 騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％ 
2025年１月27日 16,092 － 0.0 97.8 
  １月末 15,984 △ 0.7 0.0 97.9 
  ２月末 14,380 △10.6 0.0 98.0 
  ３月末 13,649 △15.2 0.0 98.7 
  ４月末 13,252 △17.6 0.0 98.6 
  ５月末 14,245 △11.5 0.0 99.2 
  ６月末 15,121 △ 6.0 0.0 99.7 
  ７月末 15,751 △ 2.1 0.0 98.2 
  ８月末 15,563 △ 3.3 0.0 98.4 
  ９月末 15,757 △ 2.1 0.0 98.6 
  10月末 15,803 △ 1.8 0.0 98.5 
  11月末 15,791 △ 1.9 0.0 98.8 
  12月末 15,845 △ 1.5 0.0 98.2 

(期   末)     
2026年１月26日 15,801 △ 1.8 0.0 98.7 

 
※騰落率は期首比です。 
※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 



 

1 運用経過
基準価額等の推移について（2025年１月28日から2026年１月26日まで）

基準価額等の推移

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※�分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）
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純資産総額（百万円）：右軸

分配金再投資基準価額（円）：左軸
基準価額（円）：左軸

期 首 16,092円

期 末 15,801円
（既払分配金０円（税引前））

騰 落 率 －1.8％
（分配金再投資ベース）

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

※分配金再投資基準価額は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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基準価額の主な変動要因（2025年１月28日から2026年１月26日まで）

　当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として、米国の取引所に上場している中型
株式等に投資を行いました。
　実質組入外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行っていません。

●インフレが落ち着きをみせたことにより米欧で利下げが行われたこと
●米国と主要貿易相手国との貿易交渉が進展したこと
●ＡＩ（人工知能）関連分野の成長期待による資金流入があったこと

●米相互関税導入に伴う貿易摩擦の激化による世界経済や物価への影響が懸念されたこと
●米政府機関閉鎖や労働需要減速などが景気に悪影響を及ぼすとの懸念が強まったこと

上昇要因

下落要因

ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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投資環境について（2025年１月28日から2026年１月26日まで）

米国中型株式市場は、上昇しました。為替市場では、米ドル/円は前期末と比較して概
ね横ばいとなりました。

米国中型株式市場
　関税政策を巡り不透明な状況が続く中、景
気鈍化懸念や消費者心理悪化を背景に下落し
て始まりました。さらに４月初めに米国の相
互関税導入の発表を受け、貿易摩擦激化や世
界景気悪化への懸念が強まったことから一段
安となりました。その後は、米中間の一時的
な貿易摩擦緩和や企業に有利な税制改革を材
料に反発しました。期の後半に入り、ＦＲＢ
（米連邦準備制度理事会）の利下げの動きが下
支えとなる中、ＡＩインフラ関連銘柄のウェ
イトが高い大型株が堅調さを強める一方、中
型株のパフォーマンスは大型株に劣後しまし
た。10月から11月は、米政府機関閉鎖や労
働需要の減速などから上値の重い展開となり
ましたが、期末にかけては、堅調な経済指標
や利下げ期待から騰勢を取り戻し、期中の高
値圏で期末を迎えました。
　大型株と中型株の比較では、大型株が中型
株のパフォーマンスを上回りました。成長株
と割安株の比較では、割安株が相対的に堅調
となりました。

為替市場
　期末の米ドル/円は、前期末と比較して概
ね同水準となりました。日銀の利上げや米関
税政策への懸念による円高の後、高市政権の
積極財政姿勢を背景に円安傾向となりました。
その後、日米協調介入の思惑を背景に米ドル
安・円高となり、期末は概ね前期末と同水準
となりました。

ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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ポートフォリオについて（2025年１月28日から2026年１月26日まで）

当ファンド
　期を通じて、主要投資対象である「ＭＦＳ
米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジな
し）（適格機関投資家専用）」を高位に組み入れ
ました。

ＭＦＳ米国中型グロース株ファンド 
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
●業種配分
　期末の組入上位業種は、情報技術、一般消
費財・サービス、ヘルスケアとなっています。
個別銘柄の売買や株価の変動の結果、期初比
では、一般消費財・サービスやヘルスケアな
どの配分が増えた一方、資本財・サービスや
金融などの配分が減る結果となりました。

●個別銘柄
　期末の組入上位銘柄は、航空宇宙向け鋳造
品等の金属加工部品メーカーのハウメット・
エアロスペース（米/資本財・サービス）、ビ
デオゲームメーカーのテイクツー・インタラ
クティブ・ソフトウエア（米/コミュニケー
ション・サービス）、電力ソリューション設
計・開発のモノリシック・パワー・システム

ズ（米/情報技術）となっています。
　期中の売買では、グローバルテクノロジー
会社のトリンブル（米/情報技術）とインター
ネットセキュリティサービス提供会社のクラ
ウドフレア（米/情報技術）などを新規に組み
入れた一方、音楽配信サービス会社のスポ
ティファイ・テクノロジー（スウェーデン/
コミュニケーション・サービス）などを大き
く売却しました。

●ポートフォリオの特性
　米国中型株式を中心に、企業ファンダメン
タルズ（業績、財務内容などの基礎的諸条件）
の分析に基づき、強い価格決定力を備え、ク
オリティの高い持続的なキャッシュフローの
成長が期待できる企業群への投資を継続して
います。その結果、期末では、11業種102
銘柄に分散したポートフォリオを構築してい
ます。

マネー・トラスト・マザーファンド
　主として、円貨建ての短期公社債および短
期金融商品に投資し、安定した収益の確保を
目指した運用を行いました。

ベンチマークとの差異について（2025年１月28日から2026年１月26日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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分配金について（2025年１月28日から2026年１月26日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第５期 　期間の分配は、複利効果による信託財産
の成長を優先するため、見送りといたしま
した。
　なお、留保益につきましては、運用の基
本方針に基づき運用いたします。

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％） 

当期の収益 －

当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 5,950 
※‌�単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※‌�「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

2 今後の運用方針
当ファンド
　期を通じて、主要投資対象である「ＭＦＳ
米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジな
し）（適格機関投資家専用）」を高位に組み入れ
ます。

ＭＦＳ米国中型グロース株ファンド 
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　米国株式市場では、トランプ関税の影響が
薄れる中、これまでに実施された利下げや大
型減税・歳出法案による景気の押し上げ効果
が追い風となり、底堅く推移するとみていま
す。ただし、労働市場が急速な冷え込みを回
避できるかに注意を要します。そのほか、地

政学リスクの高まりや、ＡＩ関連銘柄への偏
重に対する懸念、ＦＲＢ議長人事の不透明感
がリスク要因と考えられます。ただし、歴史
的にみれば、中型株は割高とは言えない水準
にあると考えられ、長期的には堅調な推移が
期待されます。
　当ファンドでは、企業収益およびキャッ
シュフローの成長が長期的には株価を決定す
るとの信念のもと、ＭＦＳ独自のリサーチプ
ロセスに基づき、ボトムアップで企業ファン
ダメンタルズを分析します。強い価格決定力
を備え、クオリティの高い持続的なキャッ
シュフローの成長が期待できる企業群を見出
し、長期的視野に基づいて、市場で企業価値
が過小評価されていると判断した銘柄への投
資を継続します。

ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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3 お知らせ
約款変更について

●投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、記載変更を行うため、信託約款に
所要の変更を行いました。� （適用日：2025年４月１日）

交付運用報告書の電磁的方法による提供（電子交付）の推進について

　2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われました。受益者の皆
さまへの交付運用報告書の提供に関する規定について、従来は書面交付を原則としていましたが、
書面交付または電磁的方法（電子メールへのファイルの添付、販売会社等のホームページにアク
セスして閲覧等）による提供のいずれかに変更されました。
　交付運用報告書を電磁的方法で提供することにより、書面の印刷および配送にかかる期間が短
縮され、受益者の皆さまが、より早期に交付運用報告書をご覧いただくことや、時間や場所を問
わずにご覧になることが可能になると考えられます。また、ペーパーレス化が推進されることに
より、森林資源の保護や印刷・配送に伴う二酸化炭素の排出量の削減につながることが期待され
ます。
　今後、電磁的方法による提供を実施することに関し、受益者の皆さまに事前告知等が行われま
すが、希望される場合には引き続き書面交付をすることも可能です。今後も顧客本位の業務運営
を確保しつつ、電磁的方法による交付運用報告書の提供を進めてまいりますので、ご理解、ご協
力のほどよろしくお願い申し上げます。

　組入外貨建資産については、対円での為替
ヘッジを行いません。 マネー・トラスト・マザーファンド

　円貨建ての短期公社債および短期金融商品
に投資し、安定した収益の確保を目指します。

ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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１万口当たりの費用明細（2025年１月28日から2026年１月26日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a）信 託 報 酬 170円 1.130％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は15,047円です。
投信会社：ファンド運用の指図等の対価
販売会社：‌�交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファン

ドの管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社：‌�ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図

の実行等の対価

（ 投 信 会 社 ） （50） （0.329）

（ 販 売 会 社 ）（116） （0.768）

（ 受 託 会 社 ） （5） （0.033）

（b）売買委託手数料 －　 －　 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：‌�有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う�

手数料（ 株 式 ） （－） （－）

（先物･オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c）有価証券取引税 －　 －　 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
‌�有価証券取引税：‌�有価証券の取引の都度発生する取引に関する�

税金（ 株 式 ） （－） （－）

（ 公 社 債 ） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d）そ の 他 費 用 1　 0.005　 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用：‌�海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お

よび資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用

（ 保 管 費 用 ） （－） （－）

（ 監 査 費 用 ） （1） （0.005）

（ そ の 他 ） （－） （－）

合 　 計 171　 1.135　

※‌�期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により
算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※�売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

※�各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。

ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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参考情報 総経費率（年率換算）

総経費率
1.87%

運用管理費用
0.67%

運用管理費用
（受託会社） 0.03%

運用管理費用
（販売会社） 0.77%

運用管理費用
（投信会社） 0.33%

投資先ファンドの費用 0.73%2 当ファンドの費用 1.14%1

その他費用
0.01%

運用管理費用以外
0.06%

総経費率（ 1 + 2 ） 1.87％
1 当ファンドの費用の比率 1.14％

2
投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.67％
投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.06％

※�1の各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、各比率
は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。「１万口当たりの費用明細」の各比率と
は、値が異なる場合があります。
※�2の投資先ファンド（当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く））の費用は、
「１万口当たりの費用明細」をもとに、投資先ファンドへの平均投資比率を勘案して、実質的な費用を
計算しています。
※�1と 2の費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。ま
た、計上された期間が異なる場合があります。
※�上記の前提条件で算出している参考値であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取
引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した比率に、
投資先ファンドの経費率を加えた総経費率（年率）は1.87％です。

ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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当期中の売買及び取引の状況(2025年１月28日から2026年１月26日まで) 
投資信託証券 
 

 
買     付 売     付 

口   数 買 付 額 口   数 売 付 額 

    口 千円 口 千円 

国内   
ＭＦＳ米国中型グロース株ファンド 
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 

－ － 4,112,697,235 6,777,600 

 
※金額は受渡し代金。 
※国内には、円建ての外国籍投資信託証券を含みます。 

 

利害関係人との取引状況等(2025年１月28日から2026年１月26日まで) 
 
当期中における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2025年１月28日から2026年１月26日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2026年１月26日現在) 
(１)ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 
 

フ ァ ン ド 名 
期首(前期末) 期     末 

口   数 口   数 評 価 額 組 入 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ＭＦＳ米国中型グロース株ファンド 
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 

15,027,750,860 10,915,053,625 18,839,382 98.7 

合  計 15,027,750,860 10,915,053,625 18,839,382 98.7 
 
※組入比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

 



ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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(２)親投資信託残高 
 

種     類 
期首(前期末) 期        末 

口   数 口   数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・トラスト・マザーファンド 1,003 1,003 1,001 
 
※マネー・トラスト・マザーファンドの期末の受益権総口数は792,869,484口です。 

 

投資信託財産の構成 (2026年１月26日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 

投 資 信 託 受 益 証 券 18,839,382 97.6 

マ ネ ー ・ ト ラ ス ト ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 1,001 0.0 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 452,580 2.3 

投 資 信 託 財 産 総 額 19,292,964 100.0 
 
 



ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2026年１月26日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産 19,292,964,925円 
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 452,580,563  
 投資信託受益証券(評価額) 18,839,382,556  

 
マ ネ ー ・ ト ラ ス ト ・ 
マザーファンド(評価額) 

1,001,806  

(B) 負 債 196,527,332  
 未 払 解 約 金 76,944,352  
 未 払 信 託 報 酬 119,062,897  
 そ の 他 未 払 費 用 520,083  

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 19,096,437,593  
 元 本 12,085,874,436  
 次 期 繰 越 損 益 金 7,010,563,157  

(D) 受 益 権 総 口 数 12,085,874,436口 
 １万口当たり基準価額(C/D) 15,801円 

 
※当期における期首元本額16,606,449,624円、期中追加設定元本
額182,600,770円、期中一部解約元本額4,703,175,958円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

損益の状況 
(自2025年１月28日 至2026年１月26日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 1,893,061円 
 受 取 利 息 1,893,061  

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △   91,324,558  
 売 買 益 341,017,812  
 売 買 損 △  432,342,370  

(C) 信 託 報 酬 等 △  248,138,713  
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C ) △  337,570,210  
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 6,899,199,124  
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 448,934,243  
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (    292,848,148)  
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (    156,086,095)  

(G) 合 計       ( D + E + F ) 7,010,563,157  
 次 期 繰 越 損 益 金 ( G ) 7,010,563,157  
 追 加 信 託 差 損 益 金 448,934,243  
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (    292,848,148)  
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (    156,086,095)  
 分 配 準 備 積 立 金 6,899,199,124  
 繰 越 損 益 金 △  337,570,210  

 
※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公
社債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。 

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定
をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

※分配金の計算過程は以下の通りです。 

 当     期 
(a) 経費控除後の配当等収益 0円 
(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 0  
(c) 収益調整金 292,848,148  
(d) 分配準備積立金 6,899,199,124  
(e) 当期分配対象額(a+b+c+d) 7,192,047,272  
 １万口当たり当期分配対象額 5,950.79  

(f) 分配金 0  
 １万口当たり分配金 0  

 
 

分配金のお知らせ 
 

１万口当たり分配金(税引前) 
当 期 

0円 
 
 
上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 
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MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

○１万口当たりの費用明細 (2024年11月21日～2025年11月20日) 

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率 

円 ％ 

（a） 信 託 報 酬 111 0.682 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） (108)  (0.660)  委託した資金の運用の対価 

（ 販 売 会 社 ） (  1)  (0.003)  口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価 

（ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.019)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.017   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（ 株  式 ） (  3)  (0.017)  

（c） そ の 他 費 用 10   0.061   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（ 保 管 費 用 ） ( 10)  (0.059)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

（ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

合 計 124 0.760   

期中の平均基準価額は、16,299円です。 

＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 

第４期（2024年11月21日～2025年11月20日）

◎ファンドの概要

運 用 会 社 MFSインベストメント・マネジメント株式会社 

運 用 方 針 

①MFS米国中型グロース株マザーファンド(以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通
じて、米国の中型株式等を主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。
なお、中型株式等とは、時価総額をもとにマサチューセッツ・ファイナンシャル・サービセズ・カンパ
ニーが中型と判断した銘柄をいい、リート（上場不動産投資信託）およびDR（預託証券）を含みます。
また、大型株式や米国以外の株式を保有する場合があります。

②マザーファンドでは、徹底したボトムアップ・アプローチにより、米国の中型株式等の中から中長期的
に成長が期待できる銘柄を中心に投資します。 

③株式の実質組入比率は、原則として高位を維持します。 
④実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 
⑤マサチューセッツ・ファイナンシャル・サービセズ・カンパニーにマザーファンドの運用の指図（国内
の短期金融資産の運用の指図に係る権限を除きます。）を委託します。 

⑥当初設定後一定期間および資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合やファ
ンドの投資目的が達成されない場合があります。

主要投資対象 マザーファンド受益証券を主要な投資対象とします。

－ 13 －
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○組入資産の明細 (2025年11月20日現在)

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

千口 千口 千円 

MFS米国中型グロース株マザーファンド 15,056,994 11,255,034 19,841,499 

＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年11月20日現在)

項 目 当 期 末

円 

(A) 資産 20,019,839,889  

コール・ローン等 178,337,981  

MFS米国中型グロース株マザーファンド(評価額) 19,841,499,808  

未収利息 2,100  

(B) 負債 155,015,323  

未払信託報酬 154,597,323  

その他未払費用 418,000 

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 19,864,824,566  

元本 11,794,314,565  

次期繰越損益金 8,070,510,001 

(D) 受益権総口数 11,794,314,565口 

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,843円 

[元本増減] 

期 首 元 本 額 15,245,922,476円

期中追加設定元本額 0円

期中一部解約元本額 3,451,607,911円

１口当たり純資産額 1.6843円

○損益の状況 (2024年11月21日～2025年11月20日) 

項 目 当 期

円 

(A) 配当等収益 2,236  

受取利息 2,236  

(B) 有価証券売買損益 413,853,217  

売買益 592,921,661  

売買損 △ 179,068,444

(C) 信託報酬等 △ 155,015,323

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 258,840,130

(E) 前期繰越損益金 7,664,432,046 

(F) 追加信託差損益金 147,237,825  

(配当等相当額) ( 3,797,527) 

(売買損益相当額) (    143,440,298) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,070,510,001 

(H) 収益分配金 0  

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 8,070,510,001 

追加信託差損益金 147,237,825  

(配当等相当額) ( 3,797,527) 

(売買損益相当額) (    143,440,298) 

分配準備積立金 7,923,272,176 

(注1) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

(注2) (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

(注3) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

(注4) 当期において、マザーファンドおよび当ファンドの投資信託財

産の運用の指図にかかる権限の一部を委託するために要する

費用として、委託者報酬から支払う額は68,004,685円です。 

(注5) 当期末における費用控除後の配当等収益（51,392,788円）、費用

控除後の有価証券等損益額（207,447,342円）、信託約款に規定

する収益調整金（147,237,825円）および分配準備積立金

（7,664,432,046円）より分配対象収益は8,070,510,001円（１万

口当たり6,842円）ですが、当期に分配した金額はありません。

親投資信託残高 
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MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

－ 15 －



MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

－ 16 －



MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

－ 17 －



MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

－ 18 －



MFS米国中型グロース株ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

－ 19 －



1－　　－

マネー・トラスト・マザーファンド
第10期（2024年10月16日から2025年10月14日まで）

信託期間 無期限（設定日：2016年１月29日）

運用方針 ■主として、円貨建ての短期公社債および短期金融商品に投資し、安定した収益の確保を目指しま
す。

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

公 社 債
組 入 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ 百万円
６期（2021年10月12日） 9,962 △0.1 70.1 15
７期（2022年10月12日） 9,958 △0.0 73.8 15
８期（2023年10月12日） 9,952 △0.1 75.0 15
９期（2024年10月15日） 9,949 △0.0 99.7 1,316
10期（2025年10月14日） 9,973 0.2 99.0 787

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％
2024年10月15日 9,949 － 99.7

10月末 9,949 0.0 99.5
11月末 9,947 △0.0 99.5
12月末 9,948 △0.0 99.6

2025年１月末 9,949 0.0 99.6
２月末 9,951 0.0 99.5
３月末 9,953 0.0 99.3
４月末 9,956 0.1 99.2
５月末 9,959 0.1 99.1
６月末 9,962 0.1 99.2
７月末 9,965 0.2 99.2
８月末 9,968 0.2 99.1
９月末 9,972 0.2 99.0

（期　　　末）
2025年10月14日 9,973 0.2 99.0

※騰落率は期首比です。
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マネー・トラスト・マザーファンド

１ 運用経過

基準価額等の推移について（2024年10月16日から2025年10月14日まで）

基準価額等の推移

期 首 9,949円

期 末 9,973円

騰 落 率 ＋0.2％

基準価額の主な変動要因（2024年10月16日から2025年10月14日まで）

　当ファンドは、円建ての公社債および短期金融商品などへ投資しました。

上昇要因
・日銀が2025年１月に追加利上げを行ったことを受け、短期公社債や短期金融商品

の利回りが上昇し、利子等の収益を確保したこと

投資環境について（2024年10月16日から2025年10月14日まで）

短期金利は、上昇しました。

　政府による電気・ガス料金支援の縮小や食品価格の上昇を背景にＣＰＩコア（生鮮食品除く消

費者物価指数）は一時、前年比＋3.7％まで上昇しました。その後、政策効果により、ＣＰＩコ

アは低下しましたが、食品価格の高止まりを背景に前年比＋２％以上での推移は継続しました。

日銀は国内経済・物価が見通しに沿って推移していると判断し、１月に開催された金融政策決定

会合で、日銀当座預金付利金利を0.5％に引き上げることで無担保コール（金融機関同士のごく

9,900

9,920

9,940

9,960

9,980

0

1,000

2,000

期首 '24/11 12 '25/1 2 3 4 5 6 7 8 9 期末

基準価額（円）：左軸

純資産総額（百万円）：右軸
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マネー・トラスト・マザーファンド

短期の資金の貸借）翌日物金利を0.5％程度で推移するよう促すことを決定しました。

　国庫短期証券３ヵ月物利回りは、期初から円安が進行したことを背景に日銀の利上げ時期が近

づいているとの思惑が高まり、上昇基調で推移しました。実際に１月に行われた金融政策決定会

合では利上げが決定され、利回りはさらに上昇しました。その後は、トランプ政権による関税政

策の影響や、国内の政治動向をにらみ、一進一退の動きとなりました。しかし、日銀は利上げ姿

勢を維持しているとの見方に変化はなく、期末にかけて利回りは緩やかな上昇基調となりました。

ポートフォリオについて（2024年10月16日から2025年10月14日まで）

　残存１年３ヵ月までの円建ての公社債および短期金融商品で構築したポートフォリオを維持し、

利子等の安定した収益の確保を目指して運用を行いました。

ベンチマークとの差異について（2024年10月16日から2025年10月14日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

２ 今後の運用方針

　国内景気は米国の関税措置による影響が輸出や生産に若干見られているものの、日米貿易合意

に基づく軽減措置や賃金上昇による消費の持ち直し、企業の設備投資需要を支えに、成長軌道に

戻る見通しです。ＣＰＩコアの前年比伸び率は、財価格の上昇圧力の減衰が見込まれる一方で

サービス価格が上昇することにより、政策要因による一時的な下押しの影響を除けば、＋２％程

度の伸び率を維持できる見通しです。物価安定の目標達成が視野に入る中で日銀が追加利上げ姿

勢を維持していることは金利の上昇要因ですが、短期市場での強い資金運用ニーズが金利上昇を

抑制する見込みです。

　引き続き、残存１年３ヵ月までの円建ての公社債および短期金融商品で構築したポートフォリ

オを維持し、利子等の安定した収益の確保を目指して運用を行います。

１万口当たりの費用明細（2024年10月16日から2025年10月14日まで）

当期中における記載すべき項目はありません。
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マネー・トラスト・マザーファンド

利害関係人との取引状況等（2024年10月16日から2025年10月14日まで）

利害関係人との取引状況

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 3,988 2 0.1 809 309 38.3

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害

関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2024年10月16日から2025年10月14日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

当期中の売買及び取引の状況（2024年10月16日から2025年10月14日まで）

公社債

買 付 額 売 付 額

千円 千円

国 内 国 債 証 券 3,988,010 809,839
(3,712,000)

※金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。）
※（　）内は償還等による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
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マネー・トラスト・マザーファンド

Ｂ　個別銘柄開示

国内（邦貨建）公社債

種 類 銘 柄
期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日

％ 千円 千円

国 債 証 券

1324国庫短期証券 － 770,000 769,747 2025/11/10

1276国庫短期証券 － 2,600 2,597 2025/12/22

342　10年国債 0.1000 2,500 2,495 2026/03/20

148　５年国債 0.0050 2,600 2,588 2026/06/20

344　10年国債 0.1000 2,800 2,784 2026/09/20

小 計 － 780,500 780,213 －

合 計 － 780,500 780,213 －

組入れ資産の明細（2025年10月14日現在）

公社債

Ａ　債券種類別開示

国内（邦貨建）公社債

区 分

期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

国 債 証 券 780,500 780,213 99.0 － － － 99.0
(775,200) (774,934) (98.4) (－) (－) (－) (98.4)

合 計 780,500 780,213 99.0 － － － 99.0
(775,200) (774,934) (98.4) (－) (－) (－) (98.4)

※（　）内は非上場債で内書きです。

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

投資信託財産の構成� （2025年10月14日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 780,213 99.0

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 7,634 1.0

投 資 信 託 財 産 総 額 787,848 100.0
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マネー・トラスト・マザーファンド

資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2025年10月14日現在）

項 目 期 末

(A) 資 産 787,848,617円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 7,634,326

公 社 債(評価額) 780,213,976

未 収 利 息 284

前 払 費 用 31

(B) 純 資 産 総 額(Ａ) 787,848,617

元 本 789,943,336

次 期 繰 越 損 益 金 △ 2,094,719

(C) 受 益 権 総 口 数 789,943,336口

１万口当たり基準価額(Ｂ／Ｃ) 9,973円

※当期における期首元本額1,323,298,164円、期中追加設定元本額

281,508,843円、期中一部解約元本額814,863,671円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※期末における元本の内訳は以下の通りです。
ライフ・ジャーニー（かしこく育てるコース） 2,543,560円

ライフ・ジャーニー（かしこく使うコース） 2,453,434円

ライフ・ジャーニー（充実して楽しむコース） 721,009円

人生100年時代・世界分散ファンド（資産成長型） 100,141円

人生100年時代・世界分散ファンド（３％目標受取型） 100,141円

人生100年時代・世界分散ファンド（６％目標受取型） 100,141円

ＭＦＳ・グローバル株式ファンド 100,181円

テトラ・エクイティ 1,503,157円

ボンド・ゼロトリプル（予想分配金提示型） 300,632円

ボンド・ゼロトリプル（資産成長型） 300,632円

テトラ・ネクスト 3,712,251円

ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジあり） 1,003,311円

ＭＦＳ米国中型成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 1,003,311円

バロン・グローバル・フューチャー戦略ファンド（資産成長型） 20,087円

バロン・グローバル・フューチャー戦略ファンド（予想分配金提示型） 20,087円

クライメート・ソリューション・ファンド 1,004,218円

ＣＬＯインカムファンド（為替ヘッジなし） 562,928円

ＣＬＯインカムファンド（為替ヘッジあり） 50,262円

アレス・グローバル・ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジなし／年１回決算型）

35,180円

アレス・グローバル・ハイイールド債券ファンド（為替ヘッジなし／年４回決算型）

10,052円

トータルヘッジ用ファンドＳＭＢ１号＜適格機関投資家限定＞ 311,651,749円

トータルヘッジ用ファンドＳＭＢ２号＜適格機関投資家限定＞ 462,646,872円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2024年10月16日　至2025年10月14日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 2,267,672円

受 取 利 息 2,267,672

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 48,224

売 買 益 181,470

売 買 損 △ 229,694

(C) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) 2,219,448

(D) 前 期 繰 越 損 益 金 △6,814,356

(E) 解 約 差 損 益 金 3,964,032

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △1,463,843

(G) 合 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △2,094,719

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) △2,094,719

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

お知らせ
＜約款変更について＞
・投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正
に伴い、記載変更を行うため、信託約款に所要の
変更を行いました。�（適用日：2025年４月１日）
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